



































































協力者 年齢・性別 主に利用しているSNS 面接日
A 22・男 Twitter, Google+ 2014年8月
B 21・男 LINE, Facebook 2014年8月
C 22・女 Twitter, LINE 2014年8月
D 21・男 Twitter, Facebook, LINE 2014年8月
E 21・男 LINE, Facebook, Skype 2014年8月
F 21・女 Twitter, LINE, Facebook 2014年8月
G 21・女 Twitter, LINE, Facebook 2014年8月
H 22・女 Twitter, LINE 2014年8月
I 21・女 Twitter, LINE, Facebook 2014年9月
J 21・男 LINE, Facebook 2014年9月
K 21・女 LINE, Facebook 2014年9月
L 22・男 Twitter, LINE, Facebook, Instagram 2014年9月
M 22・女 Twitter, LINE, Facebook 2014年9月
N 21・男 Twitter, LINE, Facebook 2014年9月
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付記：本研究は、浅野まりな、井山天、高井光穂、逵原綾音が2014年度に南山
大学へ提出した卒業論文「大学生のSNS疲れの実態〜加藤（2013）との比較検
討〜」の一部を筆者が加筆・修正したものである。本研究のためのデータ収集
及び分析は、これら4名が中心となって実施した。彼女達の積極性溢れる取り
組みに対して、深く感謝いたします。
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